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１．事業概要 

(1)プログラム概要 

  ハーバード大学，コロンビア大学など最

先端の教育を提供する大学から，様々な国

籍や背景を有する大学生・大学院生（以

下，「海外大学生」）を長野県小布施町・

信濃町に招へいし，全国から集まった 50

名の高校生（うち 23 名は長野県内在住）

を対象とした６泊７日の「小布施サマース

クール 2019（以下，サマースクール）」

を実施するとともに，小布施町及び信濃町

の幼・小・中学生と海外大学生が交流する

機会を提供した（以下，小布施町交流プロ

グラム，信濃町交流プログラム）。 

 

(2)実施内容 

   期間中，高校生は海外大学生から専攻す

る学問領域やその生き方について英語で学

ぶ少人数講義（「セミナー」）や様々な分

野の第一線で活躍する社会人からの講演会

（「フォーラム」），自分自身の将来像を

描くワークショップ，ホームステイや地域

の伝統文化体験など，グローバル・ローカ

ル双方の視点や価値観を学ぶことができる

多様な取り組みを体験した。 

   また，海外大学生・日本人大学生と幼・

小・中学生がともに，日本文化の体験，話

し合いやスポーツなどにより交流する企画

を実施した。 

 

２．成果について（概要） 

これらの取り組みを通して，参加高校生に

は意識の変容が見られ，その状況は，参与観

察や事前・事後アンケートの実施により確認

できた（アンケート結果については後述）。 

  目的に対する成果は次のとおりである。 

・「自分自身のやりたいこと，あるべき姿を

追求し，主体的な進路選択を行うことがで

きる人材を育成する」という目的に対し，

大学生や講師から，具体的な経験に基づく

話を聞くことにより，自分自身のやりたい

ことを明確化し，主体的な進路選択を行お

うとする意識を高めることができた。 

 

・「グローバルな視点を持ちながらも地

域で活躍する人材や，日本の地域にお

ける価値観や課題を知り，愛着を持ち

ながらも，グローバルに活躍する人材

を育成する」という目的に対し，それ

ぞれの参加者の地域における価値観や

課題を知り，理解するなかで，自分の

可能性を広げたり，外国の日本人とし

て世界に貢献したいという考えにつな

げることができた。 

 

  ・「グローカルな視点を持った上で，社会

や身の回りにある課題に対する具体的な

行動を起こす人材を育成する」という目

的に対して，多様な価値観を肌で感じ，

自分の環境を相対化したり，他者に対す

る想像力を持つ中で，それぞれに抱える

課題を見出し，具体的な行動へ向け決意

を持つことができた。 

 

   また，本事業は高校生を中心とした取り

組みであるが，メンター役として参加した

海外大学生及び日本人大学生についても，

運営を通して人材育成に繋がる意識の向上

が見られた。 
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３．具体的な事業内容 

(1)計画・実施したプログラム 

「小布施サマースクール 2019」 

期間：  

８月 12 日（月）〜 8 月 21 日（水） 

全体は 10泊 11 日（高校生は 6泊 7日） 

会場： 

小布施町役場を中心とした小布施町内

施設 

宿泊施設： 

小布施町健康福祉センター千年樹の里 

参加者数： 

高校生 50 人（長野県内 14 高校 23人） 

大学生 39 人（海外 16人，国内 23人） 

主な内容： 

・海外大学生によるセミナー 

（英語による授業） 

・社会人講師によるフォーラム 

（講演会） 

・フリーインタラクション 

（社会人講師との自由な対話の時間） 

・リフレクション 

（１日の活動を振り返るグループ対話） 

・ワークショップ 

（大学生が企画する体験的学習） 

「小布施町交流プログラム」 

期間：8月 12日（月） 

会場：小布施町内施設 

参加者数：幼・小・中学生 22人 

主な内容： 

・海外大学生と日本人大学生による英語 

教室 

・日本文化体験を通した交流 

「信濃町交流プログラム」 

期間：8月 20日（火） 

会場：信濃町立信濃町小中学校 

参加者数：中学生 22 人 

主な内容： 

・海外大学生と日本人大学生による英語 

教室 

・共同作業（料理）をしながら文化交流 

・フリーインタラクション（将来や悩み  

 相談をするといった自由対話時間） 

・自由時間（スポーツなど自由交流） 

 

 

(2)実施経過 

① １日目 ８月 12 日（月）  

   東京で事前合宿を行っていた大学生は午 

後に小布施町に到着し，翌日からのプロ

グラムに向けての準備を行った。 

 到着後，小布施町交流プログラムとし

て，海外大学生と日本人大学生が小布施

町の子供達向けの英語教室を実施した。

初めて長野に来た大学生に対し，幼稚園

から小学校低学年の地元の子供達が地域

を題材に英語でクイズを行った。また，

スイカ割りをしたり，扇子に筆で絵を描

いたりと海外大学生にとっては日本の夏

らしい体験ができたのと同時に，参加し

た子供達にとってはネイティブの英語に

触れる良い機会となった。 

 なお，今回のプログラムは対象者の裾

野を広げるため，小学生や幼児を中心と

したプログラムへ拡充し実施した。（中

学生対象プログラムについては 18 日に記

述） 

 

② ２日目 ８月 13 日（火） 

（サマースクール１日目） 

   高校生は全国から小布施町に集合し，大

学生に迎えられたのち，開会式を行い，主

催者である長野県教育委員会，共済者であ

る小布施町町長が挨拶を行った。高校生代

表は「まだ見ぬ未来に対する不安や希望，

何が正しいか，何が間違っているかは誰か

に教わるものではなく，自分で見つけるも

の。この７日間で多くの人と出会って，学

んで，繋がって，少しでも見つけたい。」

と述べ，開会式に集まった皆がこれからの

７日間に思いを馳せた。 

７日間の意気込みを述べた高校生代表スピーチ 
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  開会式後，期間中に生活を共にする「ハ

ウス※」メンバーの仲を深める「アイスブ

レイク」でお互いの名前とニックネームを

教え合い，相互理解を深めるためのゲーム

を実施することで，初対面の者同士が打ち

解ける雰囲気を作ることができた。また，

この日の夕食は「ウェルカムディナー」と

して高校生と大学生たちは，食事をとりな

がら一週間共に生活する仲間との結びつき

を強めた。 

    夜はハウスごと，その日に感じたこと

を振り返りながら自分の抱えている不安や

今後の目標などについて話す時間（以下，

「リフレクション」）が実施された。この

時間は，落ち着いた雰囲気の中，高校生は

どのようなことでも話すことができ，その

場で大学生からの意見をもらうことができ

る。リフレクションはサマースクールの根

幹をなすため，4 日目を除き，期間中毎晩

行われた。 

 

※「ハウス」とは 

 期間中高校生と大学生からなる行動班。多

くの時間を共にし，1 日の学びや個々の過去

を振り返る中で年齢や出身に関係なくお互い

の考えや想いを共有する。少人数だからこそ

密な交流が生まれる場であり，プログラム後

も続く暖かい繋がりをつくる仕組みである。 

 

③ 3 日目 8 月 14 日（水） 

（サマースクール 2 日目） 

  午前からはセミナーがスタートした。今

年度のセミナーの内容は以下の通り。 

 

 

1. Animal Welfare 

2. Economic growth and the 

environment 

3. How Music is Shared 

4. Flowers in Our Home 

5. What’s the Right Thing to Do? 

6. Bioethics 

7. Genogram 

8. Dozing Off? 

9. Games and Puzzles 

10. Computer Networking 

11. Being the Best You 

12. Game Theory 

 

  分野は多種多様で，高校生は自分の希望す

るセミナーを事前に選択して受講する。セミ

ナーは，サマースクールの３日目・４日目・

６日目の午前にも実施され，理系・文系に留

まらないリベラルアーツの根幹となる取り組

みである。 

  昼食後は，小布施町出身のデザイナー小島

有氏を講師に迎え「i のデザイン」というワ

ークショップが行われた。ハウスごとに街中

を歩いて街中のデザインを探したり，お気に

入りのロゴマークを見つけたりして，いいデ

ザインに共通するものを考えた後に，ハウス

ごとにロゴマークを制作した。ハウスごとに

話し合い，試行錯誤を重ねて完成したロゴか

らは，ハウスの個性や願いが伝わったととも

に，ハウスの一体感をより一層高めたものと

なった。 

 

海外大生によるセミナー 

ハウスごと 1 日を振り返るリフレクション 
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④ 4 日目 8 月 15 日（木） 

（サマースクール 3 日目） 

   午前中にセミナーを実施した後，午後に 

は２つの企画が行われた。  

   １つ目は「偏愛マップ」という企画を実

施した。自分の「偏愛」を気づくため

に，まず個人ワークで自分の好きなもの

を書き出し，その後にペアになった人と

偏愛マップを共有することで自分の良い

点に気づいたり，他者の新たな一面に気

づける機会になった。個人ワークの自己

分析の時間には苦戦する一面も見られた

が，共有する時間ではこれまでに話した

ことのなかった相手や，海外大学生に英

語で積極的に話しかけるなど，自らコミ

ュニケーションを取る姿勢が多く見られ

た。 

     続いて海外大学生が中心となって企画

した「スカベンジャーハント」を実施し

た。高校生と海外大学生がクイズを解き

ながら町を歩き，クイズが示す目的地を

辿りながら町内のお店や施設を訪問する

ことで，小布施町の名所や歴史について

共に学んだ。小布施町の方々の優しさに

触れつつ，また普段とは異なるメンバー

で協力し，行動することでハウスを超え

た関係を築く機会ともなった。 

 

 この日のリフレクションはまちとしょテラソ

（小布施町立図書館）において行われ，幻想的

なライトの下で刺激的な 3 日間を振り返り，じ

っくり語り合う機会となった。 

 

 

 

 

⑤ 5 日目 8 月 16 日（金） 

（サマースクール 4 日目）  

      高校生も生活に慣れ，午前のセミナーで

も楽しんでディスカッションに参加する様

子が見られるようになった。積極的な姿勢

は午後の企画でも多く見られた。 

      午後には社会の最前線でご活躍されてい

る方の話を聴き，自分の将来に生かすため

の「フォーラム」が行われた。この日の講

師の中村寛氏は自身が経てきた様々な経験

を通して感じたことを述べ，高校生は自分

自身の将来に活かそうという意気込みで熱

心に聞いていた。 

 

〈フォーラム講師〉 

 中村 寛 氏 

   スタートアップ・企業のアドバイザー，ル

ワンダ ICT イノベーションなど国関連のア

ドバイザー，経営コンサルティング事業を

手掛ける 

 

 

町歩きを通し，町の名所や歴史などを学んだ 

リフレクションの様子 

フォーラム講師に質問する高校生 



 5 

   その後の「ビジョンクエスト」の企画で

は，小布施まちイノベーション HUB 事務局

長の大宮透氏が講師となり，フォーラム講師

の中村氏もアドバイザーとして参加しなが

ら，今までに聞いた参加者や社会人の話を受

けて 1 年後に自分がどうなっていたいかを描

いた。前日の「偏愛マップ」企画に引き続い

て，自分はどのような人間で過去の経験が今

の自分にどう繋がっているのか，自分につい

て深く見つめるいい機会となった。一方で，

将来どのような人間になりたいのかを実現性

などを考えずに自由に夢を膨らませた楽しい

時間となった。最高の 1 年を想定して共有し

たため，笑顔で自信を持って発表している高

校生の姿が多く見られた。 

  

  この夕方から 5 日目にかけては，町内のご家

庭に高校生と大学生・海外大学生が出向き，

小布施の暮らしを体験するホームステイを行

った。暖かい歓迎を受けると共に，異なる世

代の方々と交流できる貴重な機会となった。 

 

⑥ 6 日目 8 月 17 日（土） 

（サマースクール 5 日目）  

   ホームステイから会場に戻った 5 日目には

「タレントショー」の企画を開催した。参加

高校生や大学生が，思い思いの歌やダンス，

楽器演奏など様々なパフォーマンスを披露

し，新たな一面を見せ合うことができた。 

   午後は前日に引き続き，新たに 2 人のゲス

トをお迎えしてフォーラムを開催した。自分

の将来について前向きな気持ちで講演を聞い

ていた高校生は，様々な経験をされている社

会人の方々のお話を非常に真剣に聞いてお

り，自分の将来が講演者のように実りあるも

のになるようにしようという意気込みが感じ

られた。 

 

〈フォーラム講師〉 

 中川 敬文 氏 

  UDS 株式会社代表取締役社長 

 宮坂 学 氏 

  元ヤフー株式会社取締役会長 

  東京都参与を経て東京都副都知事 

 

〈フォーラム感想〉 

 「好きを突き通すためにはある程度の

ルールを持って物事を進める」この言葉

にとても感銘を受けました。確かに純粋

に好きと言う気持ちはとても大切だけ

ど，それだけでは何も始まらないよう

に，事を進めていく中でもそれなりにル

ールを守る必要はあるはずで，あまりに

も自分に素直になりすぎるとメリハリが

無くなったり，自己完結が悪く出たりす

ると思います。 

 今，自分の人生の中で幼い頃から好き

で慣れ親しんでいた物に近づこうとして

いるので，許される範囲に自制心とルー

ルを作って楽しもうと思っています。 

      （参加高校生） 

ホームステイでは，小布施町の方々と交流した 

〈フォーラム感想〉 

 成功されている方は何かと大きな失敗

をしていてもそれを隠してしまいがちで

すが，失敗談を共有していただき，親近

感が持つことができました。 

 成功している人はみな，元からスーパ

ーマンではないと思うことができ，勇気

と希望が貰えました。 

（参加高校生） 

 

 宮坂氏は高校生から社会人までの様々

な経験を通して，夢中になれるものに出

会うことの重要性を述べていました。高

校生からの「その秘訣は？」という質問

に対して，「今夢中になれることがない

人も心配せずに，その時々で必要なこと

を一生懸命やっていれば出会えるは

ず。」と答えていました。「置かれた場

所で咲きなさい。そしてそこでとことん

狂い咲け」という宮坂氏の言葉は進路に

悩む多くの高校生に響くものでした。 

    （運営大学生） 
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  フォーラムに続いてゲストの方々とともに

高校生，大学生が膝を交え，仕事観から人生

観まで双方向の対話を行う「フリーインタラ

クション」を実施した。フォーラム講師も参

加したこの企画では，自由な交流を図る中で

高校生は積極的に質問し，熱心に講演者の

方々の話に聞き入っていた。社会の最前線で

活躍する人々との交流と通し，人生には多様

な選択肢があることを知り，高校生にとって

新たな視点や価値観を得る機会となった。 

 

〈フリーインタラクションゲスト（一部）〉 

 大宮 透 氏 

  小布施まちイノベーション HUB 事務局長 

 塩澤 耕平 氏 

  一般社団法人ハウスホクサイ 管理人 

 堀込 明紀 氏 

  小布施町教育委員会小布施町公民館 

 間瀬 海太 氏 

学校法人角川ドワンゴ学園キャリア開発部

企画開発課 

 小林 亮介 氏 

  HLAB 代表理事 

 

⑦ 7 日目 8 月 18 日（日） 

（サマースクール 6 日目・小布施町交流プ

ログラム）  

   午前は，セミナー最終日としてまとめの

授業が行われ，プレゼンテーションをする

セミナーがあるなど，期間中での学びを統

括する時間になった。 

 昼食はハウスごとに街中でとり，散策を

通して，町への愛着を深める時間になっ

た。 

      午後は最後のイベントであり，町の方々

と交流する機会でもある，お祭りに向けた

準備を行った。高校生も海外大学生も浴衣

を着用して，暮れかかった街中を散策した

後，小布施ミュージアム・中島千波館の庭

を会場にお祭りを実施した。地域の方々の

協力による屋台で小布施町の食材を味わい

ながら，思い思いに最後の夜を楽しんだ。

ホームステイ先のご家庭や町の住民の方々

にもお越しいただき，期間中最後となる交

流の機会を設けた。 

      

 また，お祭りの準備の時間を活用し，

海外大学生と日本人大学生，小布施町の

中学生の希望者がグループになって会場

周辺をともに町歩きをし，自分たちが行

った場所について絵を描き，それを使っ

て英語でスピーチするプログラムを行っ

た。引き続き，お祭りの時間も仲良くな

った大学生とともに，時間を共有してネ

イティブの英語に触れたり，小布施の説

明をする中で，中学生にとっては自分の

将来についての視野を広げる機会になっ

た。 

  お祭り後、宿舎に戻り，これまで学ん

だことや今の思いをハウスごと遅くまで

語り合い，高校生たちにとって忘れられ

ない一日となった。 

 

⑧ 8 日目 8 月 19 日（月） 

（サマースクール 7 日目）  

       最終日は小布施町町長，小布施町教育

長が出席して閉会式を行った。町長から

の挨拶，代表の海外大学生らからのスピ

ーチの後，７日間の様子をまとめたエン

ディングムービを見て，「自分は何を感

仲間と楽しんだ最後の夜 

多様な人生観を学んだフリーインタラクション 
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じ，何を得たのか」を認識し全日程を振

り返った。高校生に感想を尋ねる時間も

取られ，振り返って涙する人や積極的に

意見を発言する人，仲間への感謝を伝え

る人などが見られた。閉会式の最後に

は，各ハウスの大学生から高校生一人一

人に修了証が贈られた。 

 閉会式後は，ハウスごと分かれ，思い

思いの場所で昼食をとりながら，最後の

リフレクションが行われた。 

   高校生は大学生に見送られ，感動や寂

しさの涙をこぼしながら別れを惜しむ姿

も見られが，帰りの電車に乗る時点では

笑顔が見られ，清々しく最後を締めくく

った。 

 

⑨ 9 日目 8 月 20 日（火） 

（信濃町交流プログラム） 

  信濃町に移動し大宮透氏をコーディネー      

ターとして，信濃町に赴きプログラムを実

施した。 

 午前中は信濃町総合会館において，信濃

町の中学生・高校生有志を対象にして，気

軽な交流の場を提供した。地元の野菜を使

用した料理を共同作業で進める中で，英語

やジェスチャーを使ったコミュニケーショ

ンを行い，普段の食事や家族のことを話し

ながら親睦を深めた。 

 午後は信濃町立小中学校に移動し，中学

生と交流会・座談会を実施した。少人数の

グループに分かれて今の悩みや将来の夢な

どについて話をしたり，中学生による学校

案内を行ったり，自由時間ではスポーツを

通して交流するなど，様々な仕掛けを通じ

て相互交流を図った。終了後は大学生，中

学生ともに別れを惜しむ様子が見られた。 

      この信濃町のプログラムは，当初，翌 21

日に全校生徒を対象としていたが，県の方

針で夏休みが延長されたことにより，この

日に登校している生徒を対象とするプログ

ラムに縮小し，実施した。 

 

⑩ 10 日目 8 月 21 日（水） 

      最終日は，参加大学生や主催者である長

野県教育委員会，小布施町，小布施まちイ

ノベーション HUB 等の代表者が出席し，

今年度のサマースクール及び小布施町，信

濃町の交流プログラムを振り返り，翌年に

向け課題を整理するミーティングを宿泊施

設の会議室を借りて行った。 

 

(3)事後報告会の実施 

① 長野会場 

日時：12 月 21 日（土） 14:00〜16:00 

会場：長野市生涯学習センター 

内容： 

・小布施サマースクール 2019 実施概要の

説明 

・参加高校生によるスピーチ 

・参加高校生による質疑応答 

・海外大学生によるスピーチ 

・参加大学生によるスピーチ 

 

② 小布施会場 

日時：12 月 21 日（土） 18:00〜19:00 

会場：小布施町役場講堂 

内容： 

・小布施町教育長あいさつ 

・小布施サマースクール 2019 実施概要の  

7 日間を振り返り，感極まる高校生も 

信濃町に移動し，中学生と交流 
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説明 

・参加高校生によるスピーチ 

・参加大学生によるスピーチ 

・小布施町関係者との会食 

 

４．事業成果について 

  事業成果に関しては，サマースクールへの

参加高校生に対し参加前後に実施したアンケ

ートにより計測した。 

 以下はアンケート結果に基づく成果に関す

る概要である。 

 

(1)語学力について 

 ・「英語で自己紹介ができる」，「英語で外

国人に話しかけることができる」の問いに

対し，積極的回答（「とても思う」，以下

同じ），それぞれ 34%→48%，24%→42%

と大幅に増加した。肯定的回答（「とても

思う」「少し思う」の合計，以下同じ）

は，それぞれ 90%，82%となり，英語の使

用および外国人との対応に対して抵抗感が

なくなったことがうかがえる。 

・「将来，外国の学校に行きたい」，「外国

の会社で働きたい」の問いに対しては，積

極的回答が，それぞれ 26%→30%，34%→

38%となり，微増であり，肯定的回答まで

含めると，どちらも 76%となるが，今後，

実際に行動する際には更なるフォローが必

要である。 

 

(2)コミュニケーション能力について 

・「だれにでも話しかけることができる」の 

問い以外は，肯定的回答は事前調査・事後 

調査ともに９割以上で大きな変化は見られ 

なかった。 

・「だれにでも話しかけることができる」の 

問いに対し，否定的回答（「あまり思わな 

い」「まったく思わない」の合計，以下同 

じ）は 32%→16%と大きく減少しており， 

多様な人々との集団生活の中で「話しかけ 

る」ことの必要性を理解し，実践すること 

ができた。 

 

(3)主体性・積極性について 

 ・「前向きに物事を考えられる」の問いに対

しては，大きな変化は見られなかったが，

「自分から進んでなんでもやる」「先を見

通して，自分で計画が立てられる」の肯定

的回答は，それぞれ 80%→90%，64%→74%

と増加している。 

・特に「先を見通して，自分で計画が立てら

れる」の問いに対して，背積極的回答は

８%→26%と増加しており，同世代の参加者

から影響を受けることで，主体的にかつ計

画的に行動しようとする意識が高まったと

言える。 

 

(4)チャレンジ精神について 

・積極的回答の割合には差があるものの，す

べての項目で向上した。 

・特に「新しいことに挑戦したい」の問いに 

対する回答は，事前から高い割合であった

ものの肯定的回答が 100%であり，プログ

ラムを通じて，意欲的に見出した目標に取

り組もうとする意識が高まったと言える。

積極的回答の割合には差があるものの，

「小さな失敗をおそれない」が

24%→38%，「うまくいくようにいろいろ

な工夫をすることができる」は

30%→46%，「新しいことに挑戦したい」

は 70%→86%と向上した。 

 

(5)協調性・柔軟性について 

・協調性・柔軟性については，肯定的な回答

が増えてはいるものの，特に「誰とでも仲

良くできる」の項目では，肯定的回答が

88%→86%と減少しており，否定的な回答

に転じた参加者もいる。 

・７日間という短い期間の中では，他者と十

分に打ち解けることは困難であるが，多様

性を受け入れ，自分とは異なる価値観を持

つ人たちとの関係づくりに課題があった参

加者もいる。 

 

(6)責任感・使命感について 

・「自分がするべき役割をはっきり分かって

いる」の問いに対して，積極的回答が

32%→52%と大幅に増加した。 

・同世代との関わりの中で，自分の役割を意

識し，それを自ら進んで行うことは一般社

会においても必要なことであり，短期間の

プログラムであるがその意識が十分に高ま

ったといえる。 
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(7)異文化理解について 

・「交流国の文化（日常生活等）を理解して

いる」，「交流国の歴史を理解している」

との問いに積極的回答が，それぞれ 28%

→40%，14%→26%と増加しており，海外

大学生との交流を通して理解がより深まっ

たと考えられる。 

・一方で，(8)の項目にある「日本の歴史を

説明できる」に対し，３割以上が否定的な

回答をしており，今回のプログラムを通し

て異文化，歴史の知識を深めるきっかけに

なることを期待したい。 

 

(8)日本人としてのアイデンティティについ  

  て 

・「日本の文化を説明できる」については，

大きな変化はなかったが，「日本の歴史を

説明することができる」，「日本人の良さ

を説明できる」について，それぞれ肯定的

回答は，50％→60％，76％→84％となっ

ている。 

・上記(8)の項目とも関連づけながら，日本

や各国の背景等を学ぶことができる取組に

ついても今後，プログラムに取り入れる必

要がある。 

 

(9)外向き志向について 

・「日本人として世界に貢献したい」，

「外国の人との交流を通して自分の可能

性を広げたい」，「交流した外国の人と

将来も繋がりをもちたい」の積極的回答

は，それぞれ 50%→62%，80%→90%，

84%→90%と増加しており，プログラムを

通じての交流が，外向き志向を生むこと

につながっている。 

・特に「交流した外国の人と将来も繋がりを

もちたい」の肯定的回答は 100%であり，

今後の交流の広がりに大いに期待できる結

果となった。 

 

５．参加高校生の声 

 運営大学生が事後に高校生にとったアンケー

トから抜粋した。一部表現を編集している。 

 

 

 

 

- 色んな人と触れて，本当の自分が見え

たり，これからの人生の目標，生きて

いくときの指標や戻ってくる場所があ

るとわかった点。また，自信を得た

点。 
- やってみたいと思ったことをすぐに行

動に移せるようになったし，人の話を

聞くという点。 
- 自分自身を発見したからこそ，人の意

見をより受け取りやすくなったり，そ

れに対して自分の意見を言えるように

なった点。 
- 人間力や自分の思いを言語化するとい

う機会をもらえて，実際にみんなに私

の意見を求められることで，一生懸命

答えようとできるようになった点。 
 

 

 

- 色々なバックグラウンドを持った人た

ちと接する機会が沢山あって自分の価

値観を成長させることができた点。 

- もっと視野を広げることができ，もっ

と細かく考えることができた点。 

- 人と関わる企画，自分について深く考

える企画が多く，自分の成長に繋げら

れた点。 
- いろいろな人の視点に触れることがで

きたり，新しい分野（知らなかった分

野）の学習ができた点。 

 

 

 

 

 

 

Q．サマースクール全体を通して自分が最も

成長したと思う点はどこですか。 

Q．全体を通して良かった点はどこですか。 

全国から集った同世代から刺激を受けた参加者 
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６．高校生の意欲向上に向けた取り組み 

(1)高校生の学問への関心や意欲の促進 

・大学生が実際に自分の大学で学んでいるこ

とを高校生に紹介し，大学で学ぶことや学

問領域のリアリティを持ってもらうととも

に，その面白さに触れ，学問への関心や意

欲向上を図った。 

・自分が希望する進路を実現するために，具

体的な学習計画のデザインをサポートし

た。 

・海外の大学の授業を疑似体験するセミナー

を設けることで，学問の多様性や面白さに

触れてもらった。 

・理系・文系を問わず様々な分野で学んでい

る大学生が運営を行い，高校生の身近なロ

ールモデルとしての役割を果たすよう研修

した。 

 

(2)英語に対する不安や懸念の払拭 

・それぞれの企画のアイスブレイクや「スカ

ベンジャーハント」の企画は海外大学生が

中心となり運営され，楽しみながら英語を

使ってみたり，英語だけではないコミュニ

ケーション方法のとり方にも触れること

で，異なる背景を持った者とのコミュニケ

ーションに対する不安を払拭するような企

画を用意した。 

・英語を用いたアウトプット企画を多く用意

し，「ツール」として英語を用いるという

感覚を掴んでもらえるよう工夫した。 

 

(3)キャリアや自己に対する理解の促進 

・毎日の「リフレクション」を通し，高校生

自身が内省する時間を設け，自己表現に欠

かせない自己理解に繋げることができた。 

・「偏愛マップ」，「ビジョンクエスト」な

どの企画を通じて，自分自身に対する理解

を深める時間を多く用意した。 

・様々な分野で活躍される社会人の講演（フ

ォーラム）やより近い距離で社会人の話を

聞く「フリーインタラクション」を企画

し，多様なキャリアに触れられる場が提供

できた。 

 

(4)主体性の促進 

 ・プログラム中に行われた企画は，全て参加

者が主体的に取り組めるような双方向なも

のとした。セミナーでは海外大学生と授業

内容に関して話し合いができるように工夫

されており，リフレクションも高校生が自

己開示しやすいような環境づくりを運営大

学生が心がけた。 

 

(5)海外留学のハードルを下げる 

・セミナーを実施し，海外大学生を身近に感

じられる機会を提供した。 

・海外大学生のみならず，留学経験のある国

内大学生が身近な前例として，自らの留学

体験などを紹介した。 

 

７．成果のまとめと今後の課題 

(1)成果（サマースクールでの参与観察及び事

前・事後アンケートの結果から） 

① 日を追うごとに，積極的に他の参加者

やメンター役の大学生に話しかける姿

やフォーラムの際に躊躇せずに質問を

する姿が見られた。また，セミナーの

際に英語で質問したり意見を述べた

り，英語でのコミュニケーションに対

する意識の向上が見られた。そのうえ

で，大学生や講師から，具体的な経験

に基づく進路選択の話を聞くことによ

り，自分自身のやりたいことを明確化

し，主体的な進路選択を行おうとする

意識を高めることができた。また，海

外の大学への進学意識・留学に対する

意識も高まった。 

② フォーラム講師の講演を聞くことや，

期間中のリフレクションの時間で，海

外の大学生も含め，お互いの日々の生

活や進路についての考えを話し合い，

伝え合うことにより，それぞれの参加

者の地域における価値観や課題を知る

ことができた。そのうえで，自分の可

能性を広げたり，外国の日本人として

世界に貢献したいという考えに育成に

つながった。 

③ 異なる人種・国籍・居住地・学校な

ど，それぞれに異なる背景をもつ高校

生，大学生及び社会人講師と関わりを

もつ中で，多様な価値観を肌で感じ，

自分の環境を相対化したり，他者に対

する想像力を持つ大切さを参加者が実
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感することができた。そのうえで，高

校生が多様な他者との交流の中から，

それぞれに抱える課題を見出すことが

でき，閉会式では高校生一人ひとりが

「自分がこれから取り組むこと」をス

ピーチすることで，具体的な行動へ向

け決意を持つことができた。 

④ 本プログラムは高校生の学びをメイン

としたものではあるが，参加した大学

生についても，運営を通じて人間的に

成長した姿が見られ，指導者としての

自覚に基づくロールモデルとしての役

割を果たそうとする意識の向上が見ら

れた。 

⑤ 同様の取り組みを継続して 2013 年から

実施してきた結果，小布施町や周辺地

域から参加する高校生が増加してお

り，地域への還元ができている。 

 

(2)課題及び改善に向けた方策 

①高校生に対する効果の継続的モニタリン 

グ   

    サマースクールにより「英語力の向

上」や国際交流への心理的障壁が下が

る」という短期的な効果は見込まれた。

一方で，教育プログラムとしては，今後

の高校生の進路も継続的にモニタリング

し，本プログラムの間接的なインパクト

も定量的に把握する必要がある。参加者

が集う場として小布施町を活用しなが

ら，定期的に参加者が戻ってくる環境を

整備し，進路や留学に関する活動などを

モニタリングしながら，支援を継続した

い。 

 

②参加大学生の属性の多様化 

    今年度は首都圏の大学に所属する大学

生が大半を占め，長野県から参加した高

校生にとっては属性や経験が似ている大

学生を少し見つけにくい面があった。多

様性を確保しながら，長野県出身や長野

県内の大学に通っている大学生の人数を

増やすことで，長野県の高校生にとって

運営大学生が身近な存在に感じさせる必

要がある。 

 

③より幅広い県内高校への広報活動 

    参加生徒が各校で，体験したことを発

表する機会は得ているが，参加をしたこ

とによる自分の変容やその後のアクショ

ン，また①のモニタリングの場で，参加

者同士の連携活動などを促す取り組み

や，その成果を伝える場面が事後報告会

だけでは不十分である。長野県教育委員

会が主催する「野県高校生『私のプロジ

ェクト』発表大会」などの発表の機会へ

積極的に参加しながら，全県の高校生に

向けて広報活動を行うことが効果的であ

る。 

 

以上 

 

〈主催〉  

  長野県教育委員会 

 

〈共催〉 

  長野県上高井郡小布施町 

 一般社団法人 HLAB 



質問番号 質問項目 回答 事前 事後 変化

とても思う 34% 48% ↑ ○

少し思う 50% 42% ↓  

あまり思わない 14% 10% ↓  

まったく思わない 2% 0% ↓  

とても思う 24% 42% ↑ ○

少し思う 40% 40% →  

あまり思わない 34% 18% ↓ ○

まったく思わない 2% 0% ↓  

とても思う 26% 30% ↑  

少し思う 42% 46% ↑  

あまり思わない 26% 24% ↓  

まったく思わない 6% 0% ↓  

とても思う 34% 38% ↑  

少し思う 38% 38% →  

あまり思わない 24% 22% ↓  

まったく思わない 4% 2% ↓  

とても思う 22% 32% ↑ ○

少し思う 46% 52% ↑  

あまり思わない 30% 16% ↓ ○

まったく思わない 2% 0% ↓  

とても思う 68% 74% ↑  

少し思う 26% 22% ↓  

あまり思わない 6% 4% ↓  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 60% 76% ↑ ○

少し思う 38% 16% ↓ ○

あまり思わない 2% 8% ↑  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 50% 60% ↑ ○

少し思う 44% 36% ↓  

あまり思わない 6% 4% ↓  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 22% 36% ↑ ○

少し思う 58% 54% ↓  

あまり思わない 18% 10% ↓  

まったく思わない 2% 0% ↓  

とても思う 38% 40% ↑  

少し思う 46% 44% ↓  

あまり思わない 12% 16% ↑  

まったく思わない 4% 0% ↓  

とても思う 8% 26% ↑ ○

少し思う 56% 50% ↓  

あまり思わない 32% 22% ↓ ○

まったく思わない 4% 2% ↓  

とても思う 24% 38% ↑ ○

少し思う 44% 50% ↑  

あまり思わない 28% 12% ↓ ○

まったく思わない 4% 0% ↓  

とても思う 30% 46% ↑ ○

少し思う 56% 46% ↓ ○

あまり思わない 12% 8% ↓  

まったく思わない 2% 0% ↓  

とても思う 70% 86% ↑ ○

少し思う 28% 14% ↓ ○

あまり思わない 2% 0% ↓  

まったく思わない 0% 0% →  

小布施サマースクール2019（「信州グローバルセミナー」事業）

参加者の意識に関するアンケート

要素

要素Ⅰ

要素Ⅱ -①主体性・積極性、要素Ⅱ-②チャレンジ精神、要素Ⅱ-③協調性・柔軟性、要素Ⅱ-④責任感・使命感

要素Ⅲ -①異文化理解、要素Ⅲ-②日本人としてのアイデンティティ

要素Ⅰ -①語学力、要素Ⅰ-②コミュニケーション能力

6

だれにでも話しかけることができる

将来外国の会社ではたらきたい

英語で自己紹介ができる

7

8

以下の項目について、「とても思う」、「少し思う」、「あまり思わない」、「全く思わない」の4段階で、参加者への事前・事後のアンケートを行うこと。

また、事後アンケートについては、事業終了から一定期間経過した後にも改めてアンケートをする等成果の把握に努めること。

9

10

11

1

2

3

4

5

①語学力

②コミュニケーション能力

①主体性・積極性

②チャレンジ精神

要素Ⅱ

新しいことに挑戦したい

前むきに、物事を考えられる

先を見通して、自分で計画が立てられる

外国の人に英語で話しかけることができる

小さな失敗をおそれない

将来外国の学校に行きたい

うまくいくようにいろいろな工夫をすることができ
る

自分からすすんで何でもやる

人の話しをきちんと聞くことができる

人の心の痛みがわかる

人のために何かをしてあげるのが好きだ

12

13

14



とても思う 42% 52% ↑ ○

少し思う 46% 30% ↓ ○

あまり思わない 12% 14% ↑  

まったく思わない 0% 4% ↑  

とても思う 48% 58% ↑ ○

少し思う 48% 36% ↓ ○

あまり思わない 4% 6% ↑  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 50% 38% ↓ ○

少し思う 38% 50% ↑ ○

あまり思わない 12% 10% ↓  

まったく思わない 0% 2% ↑  

とても思う 42% 42% →  

少し思う 46% 50% ↑  

あまり思わない 10% 8% ↓  

まったく思わない 2% 0% ↓  

とても思う 68% 70% ↑  

少し思う 32% 30% ↓  

あまり思わない 0% 0% →  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 32% 52% ↑ ○

少し思う 54% 40% ↓ ○

あまり思わない 14% 8% ↓  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 28% 40% ↑ ○

少し思う 42% 48% ↑  

あまり思わない 30% 10% ↓ ○

まったく思わない 0% 2% ↑  

とても思う 14% 26% ↑ ○

少し思う 40% 36% ↓  

あまり思わない 42% 32% ↓ ○

まったく思わない 4% 6% ↑  

とても思う 54% 66% ↑ ○

少し思う 40% 24% ↓ ○

あまり思わない 6% 10% ↑  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 28% 34% ↑  

少し思う 56% 54% ↓  

あまり思わない 16% 12% ↓  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 14% 28% ↑ ○

少し思う 44% 36% ↓  

あまり思わない 38% 28% ↓ ○

まったく思わない 4% 8% ↑  

とても思う 40% 50% ↑ ○

少し思う 46% 46% →  

あまり思わない 12% 4% ↓  

まったく思わない 2% 0% ↓  

とても思う 50% 62% ↑ ○

少し思う 40% 34% ↓  

あまり思わない 10% 2% ↓  

まったく思わない 0% 2% ↑  

とても思う 80% 90% ↑ ○

少し思う 20% 8% ↓ ○

あまり思わない 0% 2% ↑  

まったく思わない 0% 0% →  

とても思う 84% 90% ↑  

少し思う 14% 10% ↓  

あまり思わない 2% 0% ↓  

まったく思わない 0% 0% →  

日本人として世界に貢献したい

外国の人との交流を通して自分の可能性を広げたい

日本の歴史を説明することができる

日本人としての良さを説明できる

交流した外国の人と将来も繋がりをもちたい

外向き志向

③協調性・柔軟性

要素Ⅲ

要素Ⅱ

初めての環境に自分からなじもうと努力する

日本の文化（日常生活等）を説明することができる

④責任感・使命感

①異文化理解

②日本人としてのアイデンティ
ティ

20

交流国の文化(日常生活等)を理解している

交流国の歴史を理解している

18

19

その場にふさわしい行動ができる

自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる

自分がするべき役割をはっきりわかっている

自分勝手なわがままを言わない

いやがらずに、よく働く

だれとでも仲よくできる

28

29

21

22

23

24

25

26

27

16

17

15


